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南相馬市議会議長

平成30年 12月 14‐ 日

会派名 ′尚及
代表者ガ切>迅コ

会
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平成 30年度政務活動費収支報告書

南相馬市議会政務活動費の交付に関す る条例第7条 第1項の規定に基づき、別紙の とお り、

平成 30年度政務活動費収支報告書 を提出 します。



別 紙

1 収入

平成 30年度政務活動費収支報告書

会派名 尚蕉ハ

(単位 :円 )

(単位 :円 )

2 支出

(注)1 備考欄 には、主たる支出の内訳 を記載す ること。

2 会計帳簿の写 し及び領収書等の証拠書類の写 しを添付す ること。

項 目 金 額 備 考
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会派名:尚 友会

領収書等添付用紙

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報・公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

□ 人件費・事務所費
支出項目

支出内容 会派報新聞折込代

支出月日 平成30年 10月 13日

支 出 額 63,700H
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会派名:尚友会

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報・公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費口事務所費

支出内容 会派報印刷代

支出月日 平成30年 10月 27日

支 出 額 161,698円

南相、島市言チ会 1尚友会 様 M。__
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秋

2014年 の市議会議員選挙後、門馬議員 (現市長)、 但野議員とともに会派「尚友会」を結成して4年、議

会報を通じさまなざまな市政の課題を指摘し、議会報告会では、お越しいただいた市民の皆様からご意

見を伺い、それを共通課題として、議会の一般質問で質し、国・県への要望や調査など政務活動を行って

きました。さらに、今年 1月 には、会派から市長が誕生するなど、多くの市民の皆様から会派活動にご支援

とご理解いただきましたこと深く御礼申し上げます。

東日本大震災後、全国各地で豪雨。地震などの自然災害が発生しています。さまざまな支援があったこ

とを忘れてはならない、その「恩」に報いることが大切であると考え、2016年 8月 には、熊本地震で多くの

被害を受けた熊本県南阿蘇村議会に講師として招かれるなど、会派としてきまざまな被災地支援を行って

きました。

震災直後の混乱期、とにかく日前の課題を一刻も早く解決するということが最優先されました。しかし1

年2年 と経つにつれ、日先だけの課題解決や場当たり的な対策では真の南相馬市の復興が成し遂げられ

ない、5年 。10年。100年先の南相馬市の将来像を描きながら「まちづくり」を行わなければならないと考

えました。2015年 2月 に発行した会派報の第1号では、震災による「極端な人口減少と、いびつな人口構

成」について課題提起しました。働き盛りの世代が大きく減少し、南相馬市の将来を担う子どもが半分に

なってしまったのです。このことを常に意識し考えながら市政運営を行っていかなければ、いま住んでいる

子どもたちや将来の市民に多くの負担を強いることになります。

今回の会派報で一つの区切りとなりますが、今後も会派結成時の思いを忘れることなく、南相馬市政

発展のため活動を行ってまいります。

いただきます。最後にまた報告と意見交換の場を設けており

ますので、ぜひ、お足運びくださいませ。

耐 目馬市議会 尚 友 会

被災地支援

第 13号 (2018年 10月 10日 発行)

発行責任者 :太 田淳一

住所 :南相馬市原町区橋本町二丁目97番地の19

TEL/FAX:0244(23)6520【 太田】

0244(46)4335【 但野】2018

年 4 14 と16日 、熊本県と大 おいて最大震度7を観測する 南

地震が発生しました。

尚友会では、熊本県南阿蘇村に足を運び、継続的な支援を続けてまいりました。
2016年 8月 19日 には、南阿蘇村復興対策特別委員会に講師として招かれ、

南相馬市のこれまでの復興状況についての説明と、復興に係る問題点につ

、いて意見交換を行いました。また、被災学区を抱える南阿蘇西小学校、長陽
保育園を訪問し、学校長、園長と意見交換を行いました。訪間がきっかけと
なり、2018年 2月 15日 ソフトバンク株式会社の支援のもと、原町第二小学校
と南阿蘇西小学校の6年生によるPёPperを使った被災地交流事業が行ゎ
れました。              |

Pepperを

年7月 、西日本を中心に記録的な大雨による豪雨災害が発生しました。
倉敷市災害ボラ

きま 目の

6

倉敷市ボランティンセンターの運営支援(機災住宅で、水投した家具,■などの

10月 20日 (土)13時 30分～ 10月 21日 (日 )13時 30分～

南相馬市立中央図書館 クラフトルーム

(原 ノ町駅前 :駐車場側入口右側 )

議会報告会ご案内

西部コミュニティセンター

(鹿 島区小池)

代 表 太田 淳一

西 日本豪雨 支援報告

事務局長 但野 謙介

倉敷市の

代  表 :太 田 淳― (左 )

事務局長 :但野 謙介 (右 )

4年にわたる任期も最後の議会を終えました。「皆さまと議論を重ねること」、「対案を提示すること」を

掲げて、政策形成のちからがあるグループを目指し頑張ってきました。会派の問馬議員が市長に転じたこ

ともあり、最後の1年は2人の会派となりましたが、実現力は変わらず頑張ってこれたものと思っています。

この4年間、お寄せいただいた要望の中には「法務局の出先を市内に設置してはしい」など、市民や各

種団体から声をあげていただきながら、実現に至ったものも多くあります。大切なのは、多くの方から、

「もっと地域をよくしよう!」 という意見が寄せられ、ともに実現に向けて役割に応じて汗をかき、結果とし

て一歩でも前に進むことにあります。災害後、復興が思うに進まぬ中にあって、議会の内外において、ひと

つひとつきっかけとなる前例を積み重ねられたことは、新たな会派の4年間の実績として 私ヽ自身の想像

を大きくうわまわるものでした。

また、会派結成以来、熊本地震や西日本豪雨等の大きな災害が相次ぎ、太田議員を中心として、会派を挙

げて現地の支援に入ってまいりました。ときには相手方の議会に招いて頂き、災害後の対応について実務に

関する情報共有を図ったことも。「すぐに使わなければいけなぃ事業費や市町村で担いきれない大きな金

額の事業について、いかに国や都道府県と調整するか」、「災害対応の制度の活用方法」など、私たちの教

訓や反省を踏まえながら、協力をしてまいりました。南相馬市議会の一員でありながら、市外の課題にも積

極的に支援してこれたことは、ひとえに、被災して苦労してきた皆さまのご理解の賜物だと思っております。

手前味嗜になってしまいますが、4年間の会派の活動についてまとめさせていただきました。意見交換

の場にお足運び頂き、または直接様々な機会に、意見を寄せていただいた皆様へのご報告にかえさせて

熊本地震 支援報告

ヽ



尚友会 4年間の取り組み
尚友会は、2014年 12月 から4年にわたる任期の間に、今回の号を含めて■3号の会報を発行しました。

合わせて、のべ30日以上にわたる報告会を目催し、多くの方にご参加いただきました。

経  緯

総工費 20億 円をかけた小高区の復興拠点施設を整備するもの。

用地買収が難航したため、当初の予定の半分の面積に施設整備をすることとなった。しかし、①施設の機
能の整理が不十分であること、②施設規模の見直しにともなって住民の合意を取れていないこと、などを理
由に2016年 9月 の議会において実施計画の予算について、修正案を提出し、可決しました。
その後、子育てに関する施設が区内に分散すること、建設単価が195万 円/m3と高い水準になっている

ことについて、公共施設の計画について十分な整理をした上で建設を進めるよう有志議員とともに申し入れ
を行いました。
この結果、面積が半減したことにあわせた機能の見直しや、171万円/m3ま で建設単価を圧縮する内容

で再度議案が提案され、賛成しました。

①小高区復興拠点

E―

②深井戸整備

剪
●ヨD層住再田支曇澤オF颯薔事業 all未壺,地嬌の井F藍●について、

・・6融 列 月君ま名二等ふ

'上

.

尚友会を中心に修正案を可決し、事業①の実施にストップをかけました。
その後の市当局による再検討により、自宅の井戸が震災により壊れたり水質が悪化する被害が市内で広く発

生していることを踏まえ、旧避難指示区域に限定されることなく、井戸掘削に1本 100万円の補助をする事業
100件分の予算へと組み替えられました。

経   緯

③老入福社センター

…
鷹llttt町の撃町著パ凛社センターをヽ IIIFに ,Ⅲし、●て書えるもの.

申
キ本RIにおいて0市内の■齢嗜メユはピークに着し掛かっており、中贅期的には減少を迎えること、②璧

スによる凛境如 とにより、ヨ●世代の姜壼状態の悪化が

'日
になっていること、0将来釣ヤリ 工ヽが減少するこ

とから公共お世の彙詢が必要であること年の屎燿を捕 しました。
その上で、新たに壺備される鮨政につ0"は、0広ぃ世代を対0とした■薫増違機能を僣えることtO薔来

的に他の公共力餞との■ltP4t合 を,野にいれること、0そのための壼地に■散すること、について委員会の
委降 員―まで決嗜しました.

併設や統合にはいたりませんでしたが、多くの方に活用できるトレーニング機能を備えた施設として整備が進ん
でおり、今後建設が始まります。

結   果

④南相馬児童相談室の拡充

申
子どもの■やが社会間日化する中ヽ 薔熊から浜児童相餞所(いわき市〉への通●ltt増するなどの事態を受
けて、自桐●llに曖置されている児童相嬌菫の機摯拡充が必要となる。

中
た和会や公明兌●磨口とともに●きかけを通め、相層地方市町村会を通して■に対して要望した。

⑤消防臨島分署の整備

剪
魔■によりを書を受けた消防腐島分■につヤて、鷹島区゙ 内の鷹●生E・F詈センターエくの市着地に移転壺
備するもの。

中  ‐

記:よlittf鶴出誤ξまうこ
こ鷲から送水が必姜で、災書時に+分林 が●爆できない哺 い あること等

…
消防団や消友会などの関係者を中心に鹿島区選出の市議会議員とも連携し、建設候補地の再選定を求めて働
きかけをすすめ、歯に要望書を提出しました。結果、鹿島区江垂地内の適地に移転し、懸念となっていた2つの
課題も解消することとなりました。計画から遅れることなく順調に整備が進み、昨年末から稼働しています。

⑥高速IC接続道路

申
藤栞や中国■状施曖への除彙魔秦場の移送等により、市貨地への中中の注入による濃燿等の間ひ 生じて
いることから、南相躊インターチェンフと目道6=摯を積ぶアクセス遭路の壺■にうぃて、口や中に対して,ヨ
をしてきました。

中
実■に向け、各所の交通量a■,、事彙に必要な

“

圭か注んでいます。今後は、●●叶面遺臓下薔VIIヒ長野趣
の■彙化へ向けて、■に対して事業■の薔保の要望を続けてまいります.

市の摯染作彙の選れから、市内の作付を再開した晨家が彙の補助を十分に受けられない0饉が生じました。

…

普晨再

"に

あたっては、軽告アガ安定するまで支菫セ崚続することが必要だと考え、尚表会,i姜ヨの凛案を■
理し、餞全全件が一致∝ 曇菫にあたりました。精氣 彙のIn●●彙の■件の見直しや、●a自の水籠作付け再
開補勁全C7500口′100と なりました。

経   緯

⑦農業再開支援

③有害島獣の焼却施設整備

申
彙災以澤、オ書烙摯の処分について、書松クリーンセンター漱地内に便理性してきました。そのまま埋餞を構続
することについては、政討性鮨■の■■や衛生面の間層が生じることから、施殴周辺の,重区を中心に不安の
声があがっていました.

この問題について、2015年夏に農林水産省に要望し、焼却施設整備について事業化が可能であるとの回答を
引き出しました。このことがきっかけとなり、施設整備が進んでいます。

結   果

予
算
の
修
正


